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1.  平成23年11月期の連結業績（平成22年11月21日～平成23年11月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年11月期 60,769 1.7 3,679 96.7 3,191 87.0 1,919 67.2
22年11月期 59,751 2.9 1,871 49.8 1,707 59.6 1,147 96.9
（注）包括利益 23年11月期 1,564百万円 （71.5％） 22年11月期 912百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年11月期 28.40 ― 4.9 4.9 6.1
22年11月期 16.98 ― 3.0 2.6 3.1
（参考） 持分法投資損益 23年11月期  197百万円 22年11月期  242百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期 64,823 40,573 61.9 593.66
22年11月期 65,614 39,504 59.4 576.91
（参考） 自己資本   23年11月期  40,129百万円 22年11月期  38,998百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年11月期 △415 △2,035 △901 10,864
22年11月期 4,617 △322 △2,726 14,305

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年11月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 405 35.3 1.0
23年11月期 ― 3.00 ― 4.00 7.00 473 24.7 1.2
24年11月期(予想) ― 3.50 ― 3.50 7.00 12.8

3.  平成24年11月期の連結業績予想（平成23年11月21日～平成24年11月20日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 34,000 2.8 2,400 △19.8 2,200 △24.2 3,000 71.7 47.34
通期 62,500 2.8 3,700 0.5 3,300 3.4 3,700 92.8 54.74



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は添付資料19ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年11月期 72,600,000 株 22年11月期 72,600,000 株
② 期末自己株式数 23年11月期 5,003,743 株 22年11月期 5,001,083 株
③ 期中平均株式数 23年11月期 67,597,340 株 22年11月期 67,601,483 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年11月期の個別業績（平成22年11月21日～平成23年11月20日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年11月期 57,128 1.5 2,199 237.8 2,004 279.5 1,244 149.5
22年11月期 56,273 2.0 651 551.8 528 60.9 499 66.6

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

23年11月期 18.42 ―
22年11月期 7.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期 59,752 35,587 59.6 526.47
22年11月期 60,802 34,767 57.2 514.32
（参考） 自己資本 23年11月期  35,587百万円 22年11月期  34,767百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想数値は本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因にかかる本資料発表日現在における仮定を前提
としております。実際の業績は、今後さまざまな要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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当連結会計年度における我が国経済は、一部に持ち直しの動きが見られたものの、東日本大震災によ

る影響に加え、欧州債務危機に端を発する世界経済の減速や、為替レートの動向、デフレの影響、雇用

情勢の悪化などへの懸念もあり、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

このような経営環境の中で、当社グループは、経営５ヵ年計画『Zojirushi Progress Plan』の最終

年度にあたる当連結会計年度においては、「品質の向上」、「利益率の向上」、「海外販売の伸長」の

３つを戦略課題として掲げ、より一層の象印ブランドの進展と企業価値の向上を目指してまいりまし

た。 

まず、新しい組織体制に基づく商品の企画、設計、量産化、品質保証プロセスにおける一貫した品質

管理や市場品質情報の共有化などの取り組みの定着化を図り、品質の向上を目指しました。 

また、前年に発売して好調に推移している羽釜形状の内釜を採用した圧力ＩＨ炊飯ジャーに加え、特

別仕様モデルとして内釜に南部鉄器を使った圧力ＩＨ炊飯ジャーを新たに投入するなど付加価値の高い

商品の販売拡大を推進するとともに物流の効率化を実施するなど、利益率の向上を図りました。 

さらに、海外におきましては、アジアを中心に新規市場の開拓や営業体制の強化を行うとともに、各

地域の特性に応じた商品の投入、販売ルートの構築、販促活動の実施などにより、象印ブランドの知名

度アップと更なる海外販売の伸長を目指しました。 

その他新製品として、まほうびん構造のステンレスサーバーと３段階調節機能を搭載したコーヒーメ

ーカー、ワンタッチ火加減調節ボタンを採用したスタイリッシュなＩＨ調理器、スポーツドリンク対応

を実現したステンレスクールボトルなどを発売いたしました。 

その結果、当連結会計年度の売上高は、607億69百万円と前連結会計年度比101.7％となりました。利

益につきましては、海外市場での売上高の増加、円高による海外生産品の原価低減効果、高級タイプの

圧力ＩＨ炊飯ジャー、ＶＥ電気まほうびんなど高付加価値商品やステンレスマグの販売拡大による売上

総利益率の向上に加え、販売費及び一般管理費の削減などもあり、営業利益は36億79百万円と前連結会

計年度比196.7％となりました。経常利益は円高の加速により為替予約取引の実行ならびに外貨建売掛

金の決済に伴う為替差損が発生したことも影響し、31億91百万円と前連結会計年度比187.0％となり、

当期純利益は19億19百万円と前連結会計年度比167.2％となりました。 

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

①当連結会計年度の経営成績
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製品区分別の概況は次のとおりであります。 

  

調理家電製品 

国内におきましては、前年に発売した羽釜形状の「極め羽釜」を内釜に採用した圧力ＩＨ炊飯ジャー

は好調に推移し、内釜に南部鉄器を使った特別仕様モデルの投入効果もあったものの、炊飯ジャー全体

では、市場における出荷数量減少や販売競争激化の影響もあり売上が減少いたしました。また、電気ポ

ットは省エネタイプのＶＥ電気まほうびんが好調に推移したことから前年実績を上回り、電気ケトルも

市場の拡大とラインアップ拡充効果により売上が増加いたしました。電気調理器具では、秋以降の市場

における出荷数量減少の影響もありグリルなべの売上が減少したものの、ＩＨ調理器、コーヒーメーカ

ーが新製品を中心に好調に推移し、ホームベーカリーも家庭での手作りパンへの関心の高まりなどによ

る市場の拡大もあり前年実績を上回りました。 

海外におきましては、炊飯ジャーが海外市場全般でＩＨ炊飯ジャー、マイコン炊飯ジャーを中心に好

調に推移し、特に販売体制の強化や積極的な販促活動を実施した中国においては前年実績を大きく上回

り、北米でもインターネット販売などにより販売数量が増加し売上を伸ばしました。また、電気ポット

も台湾、中国を中心に売上が前年に比べて増加いたしました。その結果、調理家電製品の売上高は457

億37百万円（前年同期比100.9％）となりました。 

  

リビング製品 

国内におきましては、ステンレスマグが環境意識の高まりや節約志向による市場の拡大を背景に、ワ

ンタッチオープンタイプの新製品投入による効果もあり引き続き好調に推移し、売上を伸ばしました。

また、ステンレスクールボトルもフッ素コートの厚みを従来比約２倍にすることでスポーツドリンク対

応を実現した新製品の投入などもあり前年実績を上回り、ステンレスマホービン全体での売上が増加い

たしました。ガラスマホービンは、国内市場においては縮小傾向が続いておりましたが、節電に対する

意識の高まりなどにより市場全体の出荷数量が増加し売上を伸ばしました。 

海外におきましては、北米市場ではガラスマホービンが前年実績を上回り、ステンレスマグやランチ

ジャーも好調に推移したものの、ステンレスマホービンを使用した大型の業務用コーヒーサーバーが低

調に推移いたしました。しかしながら、中国、台湾ではステンレスマグの販売数量が前年に比べて大き

く増加するなどステンレスマホービンが全般的に好調に推移いたしました。その結果、リビング製品全

体といたしましては、売上高は116億45百万円（前年同期比107.6％）となりました。 

  

生活家電製品 

加湿器が市場全体の出荷数量増加や新製品投入効果により好調に推移し、空気清浄機も春の花粉飛散

量増大の影響などから売上が増加いたしました。また、食器洗い乾燥機は低調に推移いたしましたが、

食器乾燥器は前年実績を上回りました。しかしながら、除湿乾燥機の販売を縮小した影響で前年に比べ

て売上が減少したことにより、生活家電製品の売上高は22億24百万円（前年同期比83.3％）となりまし

た。 

  

その他製品 

産業機器製品では真空断熱技術を生かした真空パネルやオフィス用コーヒー関連機器を中心に販売の

拡大を図りました。その結果、その他製品の売上高は11億61百万円と前連結会計年度比122.0％となり

ました。 
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②次期の見通し 

今後におきましては、欧州債務危機に端を発する世界経済への影響や、東日本大震災後の国内経済の

動向など、非常に不透明な経営環境が継続すると予想されます。 

このような経営環境の中で、当社グループでは、『「国内トップブランドの確立」と「グローバル化

の加速」』を経営方針として掲げ、創業１００周年に向け、世界で信頼されるブランドになるための基

盤作りの１年と位置づけて取り組んでまいります。 

重点的に取り組む課題といたしましては、まず、国内市場での主力商品のトップシェアの確立と利益

の両立を目指して販売力、商品力の一層の強化に取り組みます。また、伸張しているグローバル需要に

応えるため、販売ネットワークの拡充、生産体制の増強を図ります。さらに、事業基盤の強化を目指

し、国内外でのＣＳ活動の強化、最適な物流体制の構築、グローバル人材の育成や、新しい情報システ

ムの構築に向けた取り組みなども推進してまいります。 

  

現時点における平成24年11月期の業績予想は次のとおりであります。 

なお、当期純利益につきましては、本日「厚生年金基金の代行部分（過去分）返上にかかる損益見込

額について」で公表しておりますとおり、厚生年金基金の代行部分（過去分）返上に伴う特別利益約31

億99百万円の発生が見込まれることを勘案しております。 

  

 
（注）上記の業績予想で前提としております為替レートは１ドル80円です。 

  

連結業績見通し

金 額 前期比

売上高 625億円 2.8％増

営業利益 37億円 0.5％増

経常利益 33億円 3.4％増

当期純利益 37億円 92.8％増
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当連結会計年度の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が７億91百万円減少し、負債が18

億59百万円減少しました。また、純資産は10億68百万円増加いたしました。その結果、自己資本比率は

2.5ポイント増加し61.9％となりました。 

（資産） 

総資産の減少７億91百万円は、流動資産の減少１億２百万円及び固定資産の減少６億88百万円による

ものであります。 

流動資産の減少１億２百万円の主なものは、現金及び預金の減少７億18百万円、有価証券の減少26億

11百万円、商品及び製品の増加18億６百万円、繰延税金資産の増加11億83百万円であります。また、固

定資産の減少６億88百万円の主なものは、建物及び構築物（純額)の減少１億96百万円、機械装置及び

運搬具（純額）の増加２億40百万円、リース資産（純額）の減少２億19百万円、投資有価証券の増加５

億37百万円、繰延税金資産の減少８億94百万円であります。 

（負債） 

負債の減少18億59百万円は、流動負債の増加６億29百万円及び固定負債の減少24億89百万円によるも

のであります。 

流動負債の増加６億29百万円の主なものは、支払手形及び買掛金の減少２億58百万円、未払法人税等

の増加６億91百万円、賞与引当金の増加２億９百万円であります。また、固定負債の減少24億89百万円

の主なものは、退職給付引当金の減少21億34百万円、固定負債のその他の減少３億51百万円でありま

す。 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。)は、前連結会計年度に比べ34

億40百万円減少し、108億64百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比べ50億33百万円増加し、4億15百万円となり

ました。これは主に厚生年金基金への掛金一括拠出による退職給付引当金の減少21億33百万円及びた

な卸資産の増加22億44百万円により資金が減少したことによるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比べ17億13百万円増加し、20億35百万円となり

ました。これは主に有形固定資産の取得11億95百万円及び投資有価証券の取得８億24百万円により資

金が減少したことによるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比べ18億24百万円減少し、９億１百万円となり

ました。これは主に配当金の支払い４億５百万円及び少数株主への配当金の支払い89百万円により資

金が減少したことによるものであります。 

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況に関する分析

②キャッシュ・フローの状況に関する分析
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
（注）各指標はいずれも連結ベースの財務数値を用いて、以下の計算式により算出しております。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

  

当社グループは、株主に対する利益還元を重要政策の一つであると考えており、企業基盤の強化なら

びに将来の事業展開のための内部留保や収益見通しなどを総合的に勘案し、安定的な成果の配分を行う

ことを基本方針としております。内部留保金につきましては、経営体質の一層の充実ならびに将来の事

業展開に役立てる所存でございます。 

この基本方針を踏まえ、当期の期末配当につきましては１株につき４円を予定しており、中間配当

（１株あたり３円）とあわせまして、年間配当は１株につき７円を予定しております。 

また、次期の配当につきましても、上記基本方針に基づき１株につき年間７円（中間配当３円50銭、

期末配当３円50銭）を予定しております。 

  

回次 第65期 第66期 第67期

決算年月 平成21年11月 平成22年11月 平成23年11月

自己資本比率(％) 60.5 59.4 61.9

時価ベースの自己資本比率(％) 17.2 20.8 24.4

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) 1.8 0.7 △9.5

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 42.8 68.7 △4.9

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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(1) 為替変動による影響について 

当社グループにおける海外事業の現地通貨建ての資産等は、換算時の為替レートにより円換算後の価

額が影響を受ける可能性があります。また、海外から輸入する製品や部材は日本円以外の通貨で決済し

ております。そのため予測を超えた円安が進行した場合などは、当社グループの業績及び財務状況に影

響を与える可能性があります。 

そのリスク軽減のために輸出により受け取る米ドルを支払いに充てており、またリスク管理方針に従

って不足分の一部を為替予約によりリスクヘッジしておりますが、予測を超えて円高が進行した場合に

は為替差損が発生し、当社グループの業績及び財務状況に影響を与える可能性があります。 

(2) 新製品開発について 

当社グループは、市場ニーズに応じた高付加価値製品や価格競争力のある製品の開発を目指しており

ます。しかしながら、市場から支持を獲得できる新製品または新技術を正確に予想できるとは限らず、

またこれら製品の販売が成功しない場合には、将来の成長と収益性を低下させ、当社グループの業績及

び財務状況に影響を与える可能性があります。 

(3) 製造物責任について 

当社グループは、高品質の製品の提供をめざし、厳密な品質管理基準にしたがって各種の製品を製造

しておりますが、万一、製品の欠陥等が発生した場合のメーカー責任を果たすために、製造物責任賠償

に備え保険に加入しております。しかし、大規模な製品の欠陥やリコールの発生は、当社グループの業

績及び財務状況に影響を与える可能性があります。 

(4) 原材料価格の変動について 

当社グループの製品の主要原材料であるステンレス、樹脂、銅等の価格は、国際市況に大きく影響さ

れております。原油価格の上昇等による原材料価格の上昇は、当社グループの業績及び財務状況に影響

を与える可能性があります。 

(5) 退職給付債務 

当社グループの従業員退職給付費用及び債務は、割引率等数理計算上で設定される前提条件や年金資

産の期待運用収益率に基づいて算出されております。実際の結果が前提条件と異なる場合、又は前提条

件が変更された場合は、当社グループの業績及び財務状況に影響を与える可能性があります。 

(6) 競合他社との競争 

当社グループの主力製品は、家電メーカー等と競合しており、その一部には当社グループより多くの

研究、開発、製造、販売資源を有する企業もあります。そうした中で当社グループは安定的なシェアを

確保しておりますが、将来において競争が激化し、シェアが低下した場合は、当社グループの業績及び

財務状況に影響を与える可能性があります。 

(7) 製品価格の下落 

当社グループでは、競争力のある新製品の投入等により製品価格の維持、上昇を図っておりますが、

市場からの納入価格引き下げの圧力はますます強まる傾向にあります。価格下落が当社グループの想定

を大きく上回り、かつ長期にわたった場合、当社グループの業績及び財務状況に影響を与える可能性が

あります。 

(8) 模倣品の出現 

当社グループはブランドの重要性を認識しており、国内外でのブランド価値向上を目指しておりま

す。国内外にて商標の出願及び登録を実施し、模倣品対策を講じておりますが、当社ブランドの模倣品

が市場に出現した場合、当社グループのブランド価値を毀損し、当社グループの業績及び財務状況に影

響を与える可能性があります。 

（４）事業等のリスク

象印マホービン㈱　（7965）　平成23年11月期　決算短信

7



(9) 知的財産権の保護 

当社グループは、事業の優位性を確保するため、開発する製品及び技術について知的財産権の保護に

努めておりますが、特定の地域では充分な保護が得られない可能性があります。また、当社グループの

製品が第三者の知的財産権を侵害しているとの主張を受ける可能性もあります。当社グループの主張が

認められなかった場合には、損害賠償やロイヤリティの支払等の損失が発生し、当社グループの業績及

び財務状況に影響を与える可能性があります。 

(10) 災害の発生 

当社グループは国内外で生産、販売活動を展開しておりますが、当該地域で地震、洪水、台風、火

災、戦争、感染症等が発生し、当社グループや取引先企業が被害を受けた場合、事業活動に支障をきた

し、当社グループの業績及び財務状況に影響を与える可能性があります。 
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当社グループは、当社、子会社11社及び関連会社３社により構成され、その事業は調理家電製品・リビ

ング製品・生活家電製品・その他製品の製造、販売ならびにこれに関連する事業等を行っており、各会社

の位置づけは次のとおりであります。 

製造部門 

(調理家電製品)国内においては、象印ファクトリー・ジャパン株式会社、海外においては、新象製造

廠有限公司があります。 

(リビング製品)国内においては、象印ファクトリー・ジャパン株式会社、和新ガラス株式会社、海外

においては、関連会社であるUNION ZOJIRUSHI CO., LTD.があります。 

(生活家電製品)象印ファクトリー・ジャパン株式会社があります。 

(その他製品) 象印ファクトリー・ジャパン株式会社があります。 

販売部門 

国内においては、当社及び象印フレスコ株式会社、沖縄象印販売株式会社、象印特販株式会社、海外

においては、ZOJIRUSHI AMERICA CORPORATION、香港象印有限公司、上海象印家用電器有限公司、台象

股份有限公司、そして関連会社であるUNION ZOJIRUSHI CO., LTD.、N&I ASIA PTE LTDがあります。 

物流部門 

象印ユーサービス株式会社、そして関連会社である旭菱倉庫株式会社があります。 

事業の系統図は次のとおりであります。なお、当社グループは家庭用品等の製造、販売ならびに付随

業務を営んでおりますが、家庭用品以外の事業の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

 

  

２．企業集団の状況
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当社グループでは、企業理念を創業以来、経営の根底にある不変的な価値観を表した「暮らしを創

る」と定め、経営方針として「コーポレートブランドの向上 ～世界で信頼されるブランドに～」と設

定いたしました。企業の継続的成長と収益性を追求するとともに企業としての社会的責任を果たすた

め、商品の品質向上はもとより、サービスから従業員の態度までを含めたあらゆる企業活動をブランド

の向上を目指すという指針で遂行してまいります。 

当社グループは、重要な経営指標として連結売上高経常利益率を安定的に５％以上確保することを掲

げ、企業体質強化に取り組んでおります。 

当社は平成18年11月21日より、コーポレートブランドの向上という経営方針のもと、５ヵ年計画の

「Zojirushi Progress Plan」を遂行し、平成23年11月20日をもって終了いたしました。 

本来であれば平成24年11月期は、新中期経営計画のスタートの年度になりますが、欧州債務危機に端

を発する世界経済への影響や、東日本大震災後の国内経済の動向など、非常に不透明な経営環境である

との認識から、平成24年11月期はその変化を見極めるため、単年度の経営計画としております。ただ、

単なる１年間の計画ではなく、創業100周年となる平成30年11月期の「あるべき姿」「ありたい姿」を

目指す、基盤整備の１年と位置づけており、下記重点課題につきましても100周年に向けた長期的な活

動であると捉え、実行してまいります。 

  

●平成24年11月期経営方針 

「国内トップブランドの確立」と「グローバル化の加速」 

   世界で信頼されるブランドになるための基盤作りの１年とする 

  

●重点課題 

１．商品力、生産力の強化 

 ・グローバル需要に応えられる生産体制の確立 

 ・円高に対抗できる『メイドインジャパン』の付加価値追求とコスト力強化 

 ・新たな成長商品の探索 

２．販売力の強化 

 ・主力商品国内トップシェアの確立と利益の両立 

 ・海外販売ネットワークの拡充 

３．事業基盤の強化 

 ・国内外でのＣＳ活動の強化 

 ・グローバルな最適物流体制の構築 

 ・グローバル化に向けた人材育成強化 

 ・新情報システム基盤の構築 

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(平成23年11月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,312 11,593

受取手形及び売掛金 ※2  12,275 ※2  12,007

有価証券 2,711 100

商品及び製品 10,596 12,402

仕掛品 120 219

原材料及び貯蔵品 991 1,072

繰延税金資産 692 1,876

その他 1,470 1,792

貸倒引当金 △27 △22

流動資産合計 41,144 41,042

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 16,239 16,337

減価償却累計額 △12,028 △12,323

建物及び構築物（純額） 4,210 4,014

機械装置及び運搬具 3,096 3,418

減価償却累計額 △2,610 △2,693

機械装置及び運搬具（純額） 485 725

工具、器具及び備品 3,208 3,526

減価償却累計額 △2,755 △2,900

工具、器具及び備品（純額） 452 625

土地 8,849 8,775

リース資産 1,288 1,543

減価償却累計額 △396 △872

リース資産（純額） 891 671

建設仮勘定 159 1

有形固定資産合計 15,049 14,814

無形固定資産   

のれん 93 59

ソフトウエア 438 371

その他 78 106

無形固定資産合計 610 536

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  5,120 ※1  5,658

繰延税金資産 2,593 1,698

その他 1,148 1,088

貸倒引当金 △53 △15

投資その他の資産合計 8,809 8,430

固定資産合計 24,469 23,780

資産合計 65,614 64,823
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(平成23年11月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※2  6,921 ※2  6,662

短期借入金 212 273

未払費用 4,138 4,179

未払法人税等 323 1,015

賞与引当金 840 1,049

その他 1,468 ※2  1,354

流動負債合計 13,905 14,535

固定負債   

長期借入金 3,000 3,000

繰延税金負債 0 9

退職給付引当金 7,679 5,545

負ののれん 12 －

その他 1,510 1,159

固定負債合計 12,204 9,714

負債合計 26,109 24,249

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,022 4,022

資本剰余金 4,163 4,163

利益剰余金 32,596 34,110

自己株式 △951 △951

株主資本合計 39,831 41,344

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 900 862

繰延ヘッジ損益 △367 △340

為替換算調整勘定 △1,365 △1,737

その他の包括利益累計額合計 △832 △1,215

少数株主持分 506 444

純資産合計 39,504 40,573

負債純資産合計 65,614 64,823
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

売上高 59,751 60,769

売上原価 ※1, ※2  41,401 ※1, ※2  40,796

売上総利益 18,350 19,972

販売費及び一般管理費 ※1, ※3  16,478 ※1, ※3  16,292

営業利益 1,871 3,679

営業外収益   

受取利息 28 32

受取配当金 79 85

仕入割引 29 35

負ののれん償却額 12 12

持分法による投資利益 242 197

受取ロイヤリティー 14 35

受取賃貸料 227 201

その他 168 127

営業外収益合計 803 728

営業外費用   

支払利息 72 85

売上割引 323 340

為替差損 437 634

その他 134 157

営業外費用合計 967 1,216

経常利益 1,707 3,191

特別利益   

固定資産売却益 ※4  1 ※4  2

投資有価証券売却益 7 3

貸倒引当金戻入額 3 30

ゴルフ会員権売却益 8 －

特別利益合計 20 36

特別損失   

固定資産売却損 ※5  0 ※5  3

固定資産除却損 ※6  8 ※6  58

投資有価証券評価損 67 －

ゴルフ会員権評価損 0 14

ゴルフ会員権売却損 1 7

特別退職金 11 2

貸倒引当金繰入額 1 －

減損損失 － ※7  71

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19

特別損失合計 90 178

税金等調整前当期純利益 1,636 3,049

法人税、住民税及び事業税 606 1,399

法人税等調整額 △225 △314

法人税等合計 381 1,084

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,965

少数株主利益 107 45

当期純利益 1,147 1,919
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,965

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △37

繰延ヘッジ損益 － 27

為替換算調整勘定 － △304

持分法適用会社に対する持分相当額 － △85

その他の包括利益合計 － ※2  △400

包括利益 － ※1  1,564

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 1,536

少数株主に係る包括利益 － 27
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 4,022 4,022

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,022 4,022

資本剰余金   

前期末残高 4,163 4,163

当期変動額   

自己株式の処分 △0 －

当期変動額合計 △0 －

当期末残高 4,163 4,163

利益剰余金   

前期末残高 31,854 32,596

当期変動額   

剰余金の配当 △405 △405

当期純利益 1,147 1,919

当期変動額合計 742 1,513

当期末残高 32,596 34,110

自己株式   

前期末残高 △950 △951

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 －

当期変動額合計 △1 △0

当期末残高 △951 △951

株主資本合計   

前期末残高 39,090 39,831

当期変動額   

剰余金の配当 △405 △405

当期純利益 1,147 1,919

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 －

当期変動額合計 741 1,513

当期末残高 39,831 41,344
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 910 900

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △10 △37

当期変動額合計 △10 △37

当期末残高 900 862

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △370 △367

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2 27

当期変動額合計 2 27

当期末残高 △367 △340

為替換算調整勘定   

前期末残高 △1,097 △1,365

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △268 △372

当期変動額合計 △268 △372

当期末残高 △1,365 △1,737

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △557 △832

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △275 △382

当期変動額合計 △275 △382

当期末残高 △832 △1,215

少数株主持分   

前期末残高 566 506

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △60 △61

当期変動額合計 △60 △61

当期末残高 506 444

純資産合計   

前期末残高 39,099 39,504

当期変動額   

剰余金の配当 △405 △405

当期純利益 1,147 1,919

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △335 △444

当期変動額合計 405 1,068

当期末残高 39,504 40,573
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,636 3,049

減価償却費 1,278 1,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11 △41

賞与引当金の増減額（△は減少） 141 213

退職給付引当金の増減額（△は減少） 773 △2,133

受取利息及び受取配当金 △107 △118

支払利息 72 85

持分法による投資損益（△は益） △242 △197

投資有価証券評価損益（△は益） 67 －

投資有価証券売却損益（△は益） △7 △3

固定資産売却損益（△は益） △1 1

固定資産除却損 8 58

売上債権の増減額（△は増加） △1,313 165

たな卸資産の増減額（△は増加） 366 △2,244

仕入債務の増減額（△は減少） 1,999 △95

未払費用の増減額（△は減少） 550 73

その他 △262 △273

小計 4,948 40

利息及び配当金の受取額 319 338

利息の支払額 △67 △85

法人税等の支払額 △583 △709

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,617 △415

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △300 △222

定期預金の払戻による収入 1,145 －

有価証券の取得による支出 － △100

有価証券の売却及び償還による収入 100 200

有形固定資産の取得による支出 △525 △1,195

有形固定資産の売却による収入 2 1

無形固定資産の取得による支出 △222 △152

投資有価証券の取得による支出 △546 △824

投資有価証券の売却及び償還による収入 132 331

関係会社株式の取得による支出 － △203

長期貸付けによる支出 △0 －

長期貸付金の回収による収入 4 1

その他 △112 129

投資活動によるキャッシュ・フロー △322 △2,035
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △829 67

長期借入れによる収入 3,000 －

長期借入金の返済による支出 △100 －

社債の償還による支出 △4,000 －

自己株式の取得による支出 △1 △0

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △405 △405

少数株主への配当金の支払額 △100 △89

その他 △289 △472

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,726 △901

現金及び現金同等物に係る換算差額 △128 △87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,440 △3,440

現金及び現金同等物の期首残高 12,864 14,305

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  14,305 ※1  10,864

象印マホービン㈱　（7965）　平成23年11月期　決算短信

18



該当事項はありません。 

  

  

  

 
  

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

（会計方針の変更）

前連結会計年度
(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

――― （持分法に関する会計基準）

 当連結会計年度より、「持分法に関する会計基準」

（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）及び

「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。

 なお、これによる損益に与える影響はありません。

――― （資産除去債務に関する会計基準等）

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当連結

会計年度の税金等調整前当期純利益は19百万円減少して

おります。また、営業利益及び経常利益に与える影響は

ありません。なお、当会計基準等の適用開始による資産

除去債務の変動額は19百万円であります。

（表示方法の変更）

前連結会計年度
(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

（連結貸借対照表）

 前連結会計年度において独立掲記しておりました「長

期貸付金」（当連結会計年度４百万円）は、金額が僅少

となったため、当連結会計年度においては投資その他の

資産の「その他」に含めて表示しております。

（連結損益計算書）

 当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

き、財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成

21年３月24日 内閣府令第５号）を適用し、「少数株主

損益調整前当期純利益」の科目で表示しております。
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（追加情報）

前連結会計年度
(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

――― （包括利益の表示に関する会計基準）

 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計

基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」

及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度

の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額

等合計」の金額を記載しております。

――― （有形固定資産の耐用年数の変更）

 有形固定資産の「工具、器具及び備品」のうち、金型

は、従来、耐用年数を２年として減価償却を行ってきま

したが、設備の使用実績及び耐久性等から総合的に耐用

年数の見直しを行った結果、従来の耐用年数よりも長期

間使用可能であることが明らかとなりました。このた

め、当連結会計年度より耐用年数５年を採用することと

しました。

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当連結

会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純

利益はそれぞれ82百万円増加しております。

――― （厚生年金基金の代行返上）

 当社は、確定給付企業年金法の施行に伴い、厚生年金

基金の代行部分について、平成23年１月１日に厚生労働

大臣から将来分支給義務免除の認可を受けました。

 なお、当連結会計年度末において測定された返還相当

額（最低責任準備金）は27億80百万円であり、当該返還

相当額（最低責任準備金）の支払が当連結会計年度末に

行われたと仮定して「退職給付会計に関する実務指針

（中間報告）」（日本公認会計士協会会計制度委員会報

告第13号）第44－２項を適用した場合に生じる利益の見

込額は31億99百万円であります。
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（７）連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(平成22年11月20日)

当連結会計年度 
(平成23年11月20日)

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。

投資有価証券(株式) 793百万円

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。

投資有価証券(株式) 859百万円

※２

 

期末日満期手形の会計処理については、手形交

換日をもって決済処理しております。

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休業日

であったため、次の期末日満期手形が、期末残

高に含まれております。

受取手形 30百万円

支払手形 202百万円

※２ 期末日満期手形の会計処理については、手形交

換日をもって決済処理しております。

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休業日

であったため、次の期末日満期手形が、期末残

高に含まれております。

受取手形 41百万円

支払手形 211百万円

その他(流動負債） 4百万円

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費は、347百万円であります。

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費は、341百万円であります。

※２

 

通常の販売目的で所有する棚卸資産の収益性の低

下による簿価切下額は次のとおりであります。

売上原価 14百万円

※２ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低
下による簿価切下額は次のとおりであります。 
なお、以下の金額は戻入額と相殺した後のもので
あります。

売上原価 △57百万円

※３ 販売費及び一般管理費 ※３ 販売費及び一般管理費

主要な費目と金額

運賃 1,778百万円

広告宣伝費 1,393百万円

販売促進費 951百万円

倉庫料 944百万円

貸倒引当金繰入額 5百万円

給料手当 3,395百万円

賞与引当金繰入額 469百万円

退職給付費用 1,072百万円

減価償却費 414百万円

業務委託費 1,649百万円
 

主要な費目と金額

運賃 1,662百万円

広告宣伝費 1,214百万円

販売促進費 1,031百万円

倉庫料 884百万円

給料手当 3,422百万円

賞与引当金繰入額 644百万円

退職給付費用 672百万円

減価償却費 382百万円

業務委託費 1,843百万円

※４ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

機械装置及び運搬具 1百万円

※４ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

機械装置及び運搬具 2百万円

※５

 

固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

機械装置及び運搬具 0百万円

※５ 固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

土地 3百万円

機械装置及び運搬具 0百万円

計 3百万円

※６

 

固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

建物及び構築物 1百万円

機械装置及び運搬具 3百万円

工具、器具及び備品 4百万円

計 8百万円

※６ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

建物及び構築物 6百万円

機械装置及び運搬具 5百万円

工具、器具及び備品 25百万円

その他（ソフトウエア等） 20百万円

計 58百万円
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当連結会計年度(自  平成22年11月21日  至  平成23年11月20日) 

  

※１  当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

 
  

※２  当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

 
  

  

前連結会計年度(自 平成21年11月21日 至 平成22年11月20日) 

  

１ 発行済株式に関する事項 
  

 
  

２ 自己株式に関する事項 
  

 
(変動事由の概要) 

 １ 増加は単元未満株式の買取請求による取得であります。 

 ２ 減少は単元未満株式の買増請求による売却であります。 

前連結会計年度
(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

※７

 

当社グループは、以下の資産について減損損失を
計上いたしました。

用途 場所 種類
減損損失
(百万円)

賃貸用
資産

新潟市 土地 71

当社グループは、主に事業の種類を基礎として資
産をグルーピングしております。また、賃貸用資
産及び遊休資産については、当該資産単独でグル
ーピングしております。
上記の賃貸用資産につきましては、収益性の低下
により、帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該
減少額を減損損失（71百万円）として特別損失に
計上しております。
なお、当該資産の回収可能額は使用価値により測
定しており、将来キャッシュフローを5.3％で割
り引いて算定しております。

(連結包括利益計算書関係)

親会社株主に係る包括利益 872百万円

少数株主に係る包括利益 40百万円

計 912百万円

その他有価証券評価差額金 △10百万円

繰延ヘッジ損益 2百万円

為替換算調整勘定 △351百万円

持分法適用会社に対する持分相当額 15百万円

計 △343百万円

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 72,600,000 ― ― 72,600,000

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 4,996,002 5,451 370 5,001,083

象印マホービン㈱　（7965）　平成23年11月期　決算短信

22



    
３ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 
  

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が連結会計年度末後となるもの 
  

 
  

当連結会計年度(自 平成22年11月21日 至 平成23年11月20日) 

  

１ 発行済株式に関する事項 

  

 
  

  

２ 自己株式に関する事項 

  

 
(変動事由の概要) 

 増加は単元未満株式の買取請求による取得であります。 

  

３ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

  

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が連結会計年度末後となるもの 

  

 
  

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年２月18日 
定時株主総会

普通株式 202 3.00 平成21年11月20日 平成22年２月19日

平成22年６月28日 
取締役会

普通株式 202 3.00 平成22年５月20日 平成22年８月５日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年２月17日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 202 3.00 平成22年11月20日 平成23年２月18日

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 72,600,000 ― ― 72,600,000

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 5,001,083 2,660 ― 5,003,743

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年２月17日 
定時株主総会

普通株式 202 3.00 平成22年11月20日 平成23年２月18日

平成23年６月30日 
取締役会

普通株式 202 3.00 平成23年５月20日 平成23年８月５日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年２月16日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 270 4.00 平成23年11月20日 平成24年２月17日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に記載されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 12,312百万円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△518百万円

取得日から３ヶ月以内に 
償還期限の到来する短期投資 
(有価証券)

2,511百万円

現金及び現金同等物 14,305百万円

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に記載されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 11,593百万円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△729百万円

取得日から３ヶ月以内に 
償還期限の到来する短期投資 
(有価証券)

-百万円

現金及び現金同等物 10,864百万円
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前連結会計年度(自 平成21年11月21日 至 平成22年11月20日) 

当社及び連結子会社の取扱い製品をその製造方法、市場、販売方法等の類似性にて判別したとこ

ろ、全セグメントの売上高の合計、営業損益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める同一事

業種類の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しており

ます。 

  

前連結会計年度(自 平成21年11月21日 至 平成22年11月20日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……中国、台湾 

 (2) 北米………米国 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産(14,469百万円)の主なものは、親会社での余資運用資金

(現金及び預金、有価証券)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る資産等であります。 

  

前連結会計年度(自 平成21年11月21日 至 平成22年11月20日) 
  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……台湾、中国、韓国 

 (2) 北米………米国、カナダ 

 (3) 欧州………ロシア、ベルギー、ノルウェー 

 (4) 中近東……サウジアラビア、アラブ首長国連邦、オマーン 

 (5) その他……ブラジル、エジプト、パラグアイ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

北米
(百万円)

計(百万円)
消去又は 

全社(百万円)
連結

(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

51,009 5,052 3,690 59,751 － 59,751

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,760 4,607 0 10,368 (10,368) －

計 56,770 9,659 3,690 70,119 (10,368) 59,751

営業費用 55,587 9,186 3,513 68,287 (10,407) 57,880

営業利益 1,182 473 176 1,832 38 1,871

Ⅱ 資産 47,802 4,865 1,975 54,642 10,971 65,614

【海外売上高】

アジア 北米 欧州 中近東 その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 5,774 3,613 157 422 109 10,077

Ⅱ 連結売上高(百万円) 59,751

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

9.7 6.0 0.3 0.7 0.2 16.9
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当連結会計年度(自 平成22年11月21日 至 平成23年11月20日) 

(追加情報) 

当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年３

月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平

成20年３月21日)を適用しております。 

  

 当社グループは、家庭用品等の製造、販売ならびに、これらの付随業務を営んでおりますが、家庭用品

以外の事業の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当連結会計年度(自 平成22年11月21日 至 平成23年11月20日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

   

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 
 （注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 
  

(2) 有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。 
  

３  主要な顧客ごとの情報 

   

当連結会計年度(自 平成22年11月21日 至 平成23年11月20日) 

 該当事項はありません。 
  

当連結会計年度(自 平成22年11月21日 至 平成23年11月20日) 

 該当事項はありません。 
  

当連結会計年度(自 平成22年11月21日 至 平成23年11月20日) 

 該当事項はありません。 

【セグメント情報】

【関連情報】

(単位：百万円)

調理家電製品 リビング製品 生活家電製品 その他製品 合計

外部顧客への売上高 45,737 11,645 2,224 1,161 60,769

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 欧州 中近東 その他 合計

49,080 7,515 3,440 174 431 127 60,769

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱ヤマダ電機 7,020 家庭用品等の製造、販売

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
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(注) 算定上の基礎 

    １ １株当たり純資産額 

 
  

     ２ １株当たり当期純利益金額 

 
  

前連結会計年度(自 平成21年11月21日 至 平成22年11月20日) 

該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成22年11月21日 至 平成23年11月20日) 

該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

１株当たり純資産額 576円91銭 593円66銭

１株当たり当期純利益金額 16円98銭 28円40銭

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額

潜在株式がないため記載しておりま

せん。

同左

前連結会計年度末
(平成22年11月20日)

当連結会計年度末
(平成23年11月20日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(百万円) 39,504 40,573

連結貸借対照表の純資産の部の合計額から控除す
る金額(百万円)

506 444

(うち少数株主持分(百万円)) ( 506) ( 444)

普通株式に係る純資産額(百万円) 38,998 40,129

普通株式の発行済株式数(千株) 72,600 72,600

普通株式の自己株式数(千株) 5,001 5,003

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株)

67,598 67,596

前連結会計年度
(自 平成21年11月21日
至 平成22年11月20日)

当連結会計年度
(自 平成22年11月21日
至 平成23年11月20日)

当期純利益(百万円) 1,147 1,919

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 1,147 1,919

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,601 67,597

(重要な後発事象)
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成22年11月20日) 

当事業年度 
(平成23年11月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,422 8,019

受取手形 1,246 1,033

売掛金 11,900 12,768

有価証券 2,711 100

商品及び製品 8,074 8,824

原材料及び貯蔵品 293 323

前渡金 7 1

前払費用 18 9

繰延税金資産 446 1,655

未収入金 2,746 2,901

その他 12 13

貸倒引当金 △14 △15

流動資産合計 35,866 35,636

固定資産   

有形固定資産   

建物 13,467 13,495

減価償却累計額 △9,719 △9,984

建物（純額） 3,747 3,510

構築物 857 883

減価償却累計額 △760 △778

構築物（純額） 97 104

機械及び装置 1,142 1,077

減価償却累計額 △1,056 △1,010

機械及び装置（純額） 86 66

車両運搬具 0 0

減価償却累計額 △0 △0

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 2,851 3,181

減価償却累計額 △2,467 △2,619

工具、器具及び備品（純額） 384 561

土地 8,572 8,497

リース資産 1,288 1,539

減価償却累計額 △396 △871

リース資産（純額） 891 668

建設仮勘定 158 －

有形固定資産合計 13,938 13,409
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成22年11月20日) 

当事業年度 
(平成23年11月20日) 

無形固定資産   

のれん 1 0

借地権 4 4

商標権 3 2

意匠権 16 44

ソフトウエア 429 361

ソフトウエア仮勘定 － 2

施設利用権 12 11

電話加入権 37 37

無形固定資産合計 504 463

投資その他の資産   

投資有価証券 4,271 4,728

関係会社株式 2,701 2,905

出資金 0 0

従業員に対する長期貸付金 3 2

破産更生債権等 48 14

長期前払費用 29 31

繰延税金資産 2,474 1,583

敷金 945 945

その他 71 45

貸倒引当金 △53 △15

投資その他の資産合計 10,494 10,242

固定資産合計 24,936 24,115

資産合計 60,802 59,752

負債の部   

流動負債   

支払手形 700 784

買掛金 7,827 7,558

リース債務 404 386

未払金 294 155

未払費用 3,577 3,531

未払法人税等 30 840

未払消費税等 41 24

前受金 12 6

預り金 34 14

賞与引当金 512 683

設備関係支払手形 25 14

その他 481 562

流動負債合計 13,942 14,564
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成22年11月20日) 

当事業年度 
(平成23年11月20日) 

固定負債   

長期借入金 3,000 3,000

リース債務 499 297

退職給付引当金 7,619 5,478

長期預り保証金 247 220

為替予約 657 514

その他 69 89

固定負債合計 12,093 9,600

負債合計 26,035 24,165

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,022 4,022

資本剰余金   

資本準備金 4,069 4,069

その他資本剰余金 141 141

資本剰余金合計 4,211 4,211

利益剰余金   

利益準備金 544 544

その他利益剰余金   

配当準備積立金 220 220

固定資産圧縮積立金 559 533

別途積立金 22,500 22,500

繰越利益剰余金 3,128 3,994

利益剰余金合計 26,952 27,791

自己株式 △951 △951

株主資本合計 34,235 35,074

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 899 853

繰延ヘッジ損益 △367 △340

評価・換算差額等合計 531 512

純資産合計 34,767 35,587

負債純資産合計 60,802 59,752
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（２）損益計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

売上高   

売上高 56,273 57,128

売上原価   

製品期首たな卸高 8,269 8,045

当期製品製造原価 41,925 42,770

他勘定受入高 70 74

合計 50,265 50,890

製品期末たな卸高 8,045 8,805

他勘定振替高 305 250

売上原価合計 41,915 41,834

売上総利益 14,357 15,293

販売費及び一般管理費   

支払手数料 375 303

運賃及び荷造費 1,605 1,452

広告宣伝費 1,128 923

販売促進費 755 799

輸出諸掛費 74 86

保管費 820 746

貸倒引当金繰入額 1 1

役員報酬 155 185

給料及び手当 2,153 2,107

賞与 355 318

賞与引当金繰入額 340 456

退職給付費用 1,050 646

福利厚生費 376 447

交際費 37 37

旅費交通費及び通信費 293 309

光熱費及び消耗品費 165 161

租税公課 132 135

減価償却費 372 341

特許権使用料 36 34

業務委託費 2,225 2,317

保険料 52 50

賃借料 371 438

その他 825 791

販売費及び一般管理費合計 13,706 13,093

営業利益 651 2,199
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

営業外収益   

受取利息 5 2

有価証券利息 14 18

受取配当金 488 612

仕入割引 36 33

受取賃貸料 387 368

受取ロイヤリティー 30 73

雑収入 107 113

営業外収益合計 1,071 1,222

営業外費用   

支払利息 57 77

社債利息 6 －

売上割引 320 337

固定資産賃貸費用 229 246

為替差損 505 686

雑損失 73 68

営業外費用合計 1,194 1,417

経常利益 528 2,004

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3 28

投資有価証券売却益 7 3

ゴルフ会員権売却益 8 －

特別利益合計 18 31

特別損失   

固定資産売却損 － 3

固定資産除却損 6 55

投資有価証券評価損 67 －

ゴルフ会員権評価損 0 14

ゴルフ会員権売却損 1 7

貸倒引当金繰入額 1 －

特別退職金 11 －

減損損失 － 71

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19

特別損失合計 88 171

税引前当期純利益 458 1,864

法人税、住民税及び事業税 128 961

法人税等調整額 △169 △342

法人税等合計 △40 619

当期純利益 499 1,244

象印マホービン㈱　（7965）　平成23年11月期　決算短信

32



（３）株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 4,022 4,022

当期末残高 4,022 4,022

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 4,069 4,069

当期末残高 4,069 4,069

その他資本剰余金   

前期末残高 141 141

当期変動額   

自己株式の処分 △0 －

当期変動額合計 △0 －

当期末残高 141 141

資本剰余金合計   

前期末残高 4,211 4,211

当期変動額   

自己株式の処分 △0 －

当期変動額合計 △0 －

当期末残高 4,211 4,211

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 544 544

当期末残高 544 544

その他利益剰余金   

配当準備積立金   

前期末残高 220 220

当期末残高 220 220

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 587 559

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 △27 △26

当期変動額合計 △27 △26

当期末残高 559 533

別途積立金   

前期末残高 22,500 22,500

当期末残高 22,500 22,500

繰越利益剰余金   

前期末残高 3,007 3,128

当期変動額   

剰余金の配当 △405 △405

当期純利益 499 1,244

固定資産圧縮積立金の取崩 27 26

当期変動額合計 120 865

当期末残高 3,128 3,994
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

利益剰余金合計   

前期末残高 26,858 26,952

当期変動額   

剰余金の配当 △405 △405

当期純利益 499 1,244

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

当期変動額合計 93 839

当期末残高 26,952 27,791

自己株式   

前期末残高 △950 △951

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 －

当期変動額合計 △1 △0

当期末残高 △951 △951

株主資本合計   

前期末残高 34,143 34,235

当期変動額   

剰余金の配当 △405 △405

当期純利益 499 1,244

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 －

当期変動額合計 92 838

当期末残高 34,235 35,074

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 911 899

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △11 △46

当期変動額合計 △11 △46

当期末残高 899 853

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △370 △367

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2 27

当期変動額合計 2 27

当期末残高 △367 △340

評価・換算差額等合計   

前期末残高 540 531

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △9 △18

当期変動額合計 △9 △18

当期末残高 531 512
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年11月21日 
 至 平成22年11月20日) 

当事業年度 
(自 平成22年11月21日 
 至 平成23年11月20日) 

純資産合計   

前期末残高 34,684 34,767

当期変動額   

剰余金の配当 △405 △405

当期純利益 499 1,244

自己株式の取得 △1 △0

自己株式の処分 0 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △9 △18

当期変動額合計 83 819

当期末残高 34,767 35,587
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該当事項はありません。 

  

  

当社グループは、家庭用品等の製造、販売ならびに、これらの付随業務を営んでおりますが、家庭用

品以外の事業の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント別の生産実績及び販売実績の記載は行っ

ておりません。 

 なお、生産実績及び販売実績を製品区分別に記載すると以下のとおりであります。 

  

①生産実績 

当連結会計年度における生産実績は次のとおりであります。 

  

 
(注) １ 金額は製造原価により表示しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

②受注実績 

当社グループは、原則として見込生産であります。 

  

③販売実績 

当連結会計年度における販売実績は次のとおりであります。 

  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

６．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

製品区分 生産高(百万円) 前年同期比(％)

調理家電製品 33,541 5.3

リビング製品 7,588 2.3

生活家電製品 1,204 △33.5

その他製品 386 39.1

合計 42,720 3.3

製品区分 販売高(百万円) 前年同期比(％)

調理家電製品 45,737 0.9

リビング製品 11,645 7.6

生活家電製品 2,224 △16.7

その他製品 1,161 22.0

合計 60,769 1.7
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（参考情報） 

当連結会計年度(自  平成22年11月21日  至  平成23年11月20日) 

 
  

当連結会計年度(自  平成22年11月21日  至  平成23年11月20日) 

  

 
  

①代表者の異動 

該当事項はありません。 

  

②その他役員の異動 

新任取締役候補 

 
  

・所在地別業績

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 計 その他 合計

売上高

  外部顧客への売上高 50,724 6,510 3,534 60,769 － 60,769

  所在地間の内部売上高 
  又は振替高

7,146 5,426 0 12,574 (12,574) －

計 57,870 11,936 3,535 73,343 (12,574) 60,769

営業利益 2,601 847 123 3,572 107 3,679

・海外売上高

アジア 北米 欧州 中近東 その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 7,515 3,440 174 431 127 11,688

Ⅱ 連結売上高(百万円) 60,769

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

12.4 5.6 0.3 0.7 0.2 19.2

（２）役員の異動（平成24年２月16日予定）

氏 名 現在の役職、担当等 新役職、担当等

宮越 芳彦
執行役員

営業本部副本部長、国際部長

取締役

営業本部副本部長、国際部長
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